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Ⅰ 対象となるサービス 

本マニュアルでは、以下のサービスの算定方法等について解説します。 

  

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 居宅介護等計画及び算定方法の概要 

１ 居宅介護・重度訪問介護・行動援護・同行援護・移動支援（以下「居宅介護等」という。）計画の作成   

⑴ 居宅介護等計画について 

サービスの提供にあたっては、利用者の日常生活全般の状況や希望等を踏まえ、

具体的なサービスの内容等を記載した「居宅介護等計画」を作成する必要があります。 

なお、「サービス提供実績記録票」の「計画時間」欄は、この居宅介護等計画をも

とに記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 居宅介護等計画と算定時間数について 

居宅介護等を行った場合は、実際に要した時間ではなく、居宅介護等計画の計画

時間（サービスの提供に要する標準的な時間）に基づいて算定します。 

なお、当初の計画で定めたサービス提供内容や提供時間が、実際のサービス提供

と合致しない場合には、速やかに居宅介護等計画の見直し、変更が必要です。 
 

【当初計画時間が１時間の身体介護の事例】 

 事例内容 算定時間 備考 

ヘルパーの経験が不足していたため、 

１時間３０分を要した場合 
１時間  

利用者の心身状態の悪化により介助内容

が増え、１時間３０分を要した場合 
１時間３０分 速やかに居宅介護等計画及び

実績記録票（計画時間欄）の

必要な変更を行う。 サービス内容が急遽変わり、介助内容が

減ったため、３０分で終了した場合 
３０分 

対象サービス 

◎ 居宅介護（身体介護、家事援助、通院等介助、通院等乗降介助） 

◎ 重度訪問介護 

◎ 行動援護 

◎ 同行援護 

◎ 移動支援  

居宅介護等計画の作成にあたっての留意事項 

◎ 指定特定相談支援事業者等が作成したサービス等利用計画を踏まえ、保健

医療サービスや他の福祉サービス等との連携も含めて作成する。 

◎ 利用者の状況を把握・分析し、居宅介護等の提供によって解決すべき課題

を明らかにし（アセスメント）、これに基づき、援助の方向性や目標を明確に

する。 

◎ 担当する従業者の氏名、従業者が提供するサービスの具体的内容、所要時



介護給付費（訪問系サービス）・移動支援費の算定について 

 

2 
 

⑶ 計画時間の単位について 

居宅介護等計画の計画時間は、原則３０分単位（家事援助の最初の３０分以降は

１５分単位、重度訪問介護※の最初は１時間単位）で作成します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

※居宅介護の提供を重度訪問介護研修終了者が行う場合を含む 

 

⑷ 居宅介護等計画の所要時間について 

居宅介護等計画の作成において、「所要時間３０分未満で算定を行う場合の所要時

間は２０分程度以上」とする必要があります（通院等乗降介助は除く）。 

また、サービスの種類や時間によって、以下のように所要時間が変わりますのでご

注意ください。 

 

 

  

  

 

 

 
 

※居宅介護の提供を重度訪問介護研修終了者が行う場合を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画時間の単位 

◎ 居宅介護（身体介護・通院等介助）、同行援護、行動援護、移動支援 

  ⇒３０分単位 

◎ 居宅介護（家事援助） 

  ⇒最初は３０分、以降は１５分単位  

◎ 重度訪問介護※ 

  ⇒最初は１時間、以降は３０分単位 

居宅介護等（家事援助を除く）の計画時間と所要時間（例） 

◎ ３０分の計画    ⇒ 所要時間２０分程度以上 

◎ １時間の計画    ⇒ 所要時間５０分程度以上 

重度訪問介護※の最初の１時間の場合は、 

所要時間４０分程度以上 

◎ １時間３０分の計画 ⇒ 所要時間１時間２０分程度以上 

◎ ３時間の計画    ⇒ 所要時間２時間５０分程度以上 

居宅介護等（家事援助）の計画時間と所要時間（例） 

◎ ３０分の計画    ⇒ 所要時間２０分程度以上（最初の３０分） 

◎ ４５分の計画    ⇒ 所要時間４０分程度以上             

◎ １時間の計画    ⇒ 所要時間５５分程度以上 

◎ １時間３０分の計画 ⇒ 所要時間１時間２５分程度以上 
 

※ 家事援助の計画時間の単位は、最初の３０分以降は１５分単位（所要時間１

０分程度以上）となるため、他のサービスと所要時間が異なる場合があります

のでご注意ください。 
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⑸ 標準利用可能時間数について 

  居宅介護における１回あたりの標準利用可能時間数は、身体介護は３時間まで、家

事援助は１．５時間までとなっており、この時間数を目安に居宅介護等計画を作成す

る必要があります（標準利用可能時間数の設定は身体介護、家事援助のみ。）。 

なお、利用者の身体の状況やサービスの必要性について十分なアセスメントを行

った結果、標準利用可能時間数を超えたサービス提供が必要となった場合は、アセ

スメントの結果や、標準利用可能時間数を超過する必要性を居宅介護等計画に記録

してください（居宅介護等計画の提出を求める場合があります。）。 

 

 

 

 

 

２ 算定における留意事項 

⑴ ヘルパーの２人派遣について 

ヘルパーの２人派遣は、以下のいずれかの要件に該当し、利用者の同意を得てい

る場合に行うことができます。 

なお、利用者の身体の状況やサービスの必要性について十分なアセスメントを行

った結果、ヘルパーの２人派遣が必要となった場合は、アセスメントの結果や２人

派遣とする必要性を居宅介護等計画に記録してください（居宅介護等計画の提出を

求める場合があります。）。 

 

 

 

 

 

 

⑵ 提供時間の間隔について 

居宅介護（通院等乗降介助を除く）、同行援護、移動支援を１日に複数回算定する

場合、提供する時間の間隔は概ね２時間以上とする必要があります（２時間未満の

間隔となる場合は、前後のサービス提供時間を通算した１回のサービスとして算定

します）。 

ただし、以下の場合は除きます。 

◎ 別のサービス類型を使う場合 

【例】 

・身体介護に連続して家事援助を提供する場合 

・同行援護に連続して家事援助を提供する場合 

※ ただし、「身体介護３０分⇒家事援助３０分⇒身体介護３０分」など、  

単価設定の趣旨から外れている場合を除きます。 

標準利用可能時間数 

◎ 身体介護 ３時間まで 

◎ 家事援助 １．５時間まで 

 

ヘルパー２人派遣の要件 

◎ 利用者の身体的理由により、１人のヘルパーによる介護が困難と認められ

る場合 

◎ 利用者に、暴力行為、著しい迷惑行為、器物破損行為等が認められる場合 
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◎ 利用者の身体状況、生活パターン等により、短時間の間隔で複数回の訪問を行

わなければならない場合（単に１回の居宅介護を複数回に区分して行う場合を

除きます。） 

※ この場合、利用者の身体の状況等について十分なアセスメントを行い、そ

の必要性について検討を行い、その内容を居宅介護等計画に記録してくださ

い。 

◎ 緊急時対応加算の要件に該当する居宅介護等の提供により、やむを得ず２時間

未満の間隔となった場合 

   

⑶ 減算対象ヘルパーについて 

居宅介護等計画上、減算対象ヘルパーを派遣する予定が、事業所の都合により減

算対象ヘルパー以外の居宅介護等従業者の派遣となった場合は、減算対象ヘルパー

が派遣される場合の単位数を算定することとなります。 

反対に、居宅介護等計画上、減算対象ヘルパー以外を派遣する予定が、事業所の都

合により減算対象ヘルパーの派遣となった場合も、同様に減算対象ヘルパーが派遣

される場合の単位数を算定することとなります。 

 

⑷ ヘルパーが利用者と一緒に行う家事について 

家事に関する支援は、原則、家事援助で行われるものです。単なる家事の役割分担

としてヘルパーが利用者と一緒に家事を行うものについて、身体介護での算定は認め

られません。 

自立支援、ADL 向上の観点から、常時介護できる状態であって、かつ、利用者を手

助けしながら家事を行う場合には、居宅介護等計画に位置付けられた内容に限り、身

体介護として算定できる場合があります。なお、家事の行程に対する助言（声かけ）

のみを行う際には家事援助となります。 

 居宅介護等計画で上記の内容が明記されていない場合については身体介護として

認められないことから、必要性を確認できないことが判明した場合は、返還請求等の

対象となるため十分に留意してください。また、家事に関する支援を身体介護で算定

することは例外的なものであるため、判断に迷う場合には当課までご相談ください。 

【単価設定の主旨】 

所要時間３０分未満の身体介護など短時間サービスが高い単価設定と

なっているのは、１日に複数回の短時間の訪問をすることにより、在宅介

護のサービス体制を強化するため。 
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３ 時間帯の特定方法 

居宅介護等（行動援護は除く）の算定にあたっては、以下のとおり、時間帯（早朝、

夜間、深夜）に応じた加算が設けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各サービスの最小単位の時間数（３０分等）が、時間帯をまたぐ場合は、当該最少単

位の時間の開始時刻が属する時間帯の算定基準により算定します。 

ただし、開始時刻が属する時間帯における提供時間がごくわずかな場合は、当該最少

単位の時間の終了時刻が属する時間帯の算定基準により算定します。 
 

サービス種類 
居宅介護等の 

基準額の最小単位 

ごくわずかな 

時間 

・家事援助（最初の３０分を除く） １５分 ８分未満 

・居宅介護（家事援助は最初の３０分まで） 

・重度訪問介護（最初の１時間を除く） 

・同行援護、移動支援 

３０分 １５分未満 

・重度訪問介護※（最初の１時間まで） １時間 ３０分未満 

※居宅介護の提供を重度訪問介護研修終了者が行う場合を含む 

 

【例】 

◎ 身体介護を７：４５～８：１５（３０分）で提供した場合 

      
 
 
 
 

◎ 身体介護を７：５０～８：２０（３０分）で提供した場合 

 

 

 

 

     
0 時       6 時 8 時              18 時    22 時 24 時 

深夜     早朝             日中                  夜間     深夜 

 
 

 

： 深夜加算（＋50／100） 
： 夜間・早朝加算（＋25／100） 
： 加算なし 

7:45          8:15 
開始時刻が早朝に属し、早朝分はごくわ

ずかな時間（１５分未満）ではないため、

「早朝」として算定する。 

8：00 

早 朝       日 中 

7:50          8:20 
開始時刻は早朝に属するが、早朝分はご

くわずかな時間（１５分未満）であるた

め、「日中」として算定する。 

8：00 

早 朝       日 中 
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Ⅲ 単位数の算出例 

１ 居宅介護 

例１）同一時間帯の場合《１》 

居宅介護（身体介護）９：００～１２：００ を提供した場合 

    

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

 

例２）同一時間帯の場合《２》 

居宅介護（家事援助）９：００～１０：１５ を提供した場合 

    

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 9:00～12:00 日中 3Ｈ 

サービス内容 回数 

身体日 3.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 9:00～10:15 日中 1.25Ｈ 

サービス内容 回数 

家事日 1.25 1 回 

同一時間帯の場合、“増”のサービスコードは使

用せず、所定のサービスコードにより算定する。 

9:00            12:00 

日 中 

9:00    10:15 

日 中 

家事援助（最初の 30 分を除く）の最小単位は 

15 分。 
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例３）複数時間帯をまたぐ場合《１》 

居宅介護（通院等介助（身体介護を伴う）） 

７：４５～９：１５ 
を提供した場合 

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

    

 

 

例４）複数時間帯をまたぐ場合《２》 

居宅介護（身体介護）１６：００～１９：３０ を提供した場合 

 

       

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 7:45～8:15 
 

早朝 0.5Ｈ 

② 8:15～9:15 日中 1Ｈ 

サービス内容 回数 

通院１早 0.5・日 1.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 16:00～18:00 日中 2Ｈ 

② 18:00～19:30 夜間 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

身体日 2.0・夜 1.0 1 回 

身体夜増 0.5 1 回 

7:45   8:15    9:15 

早 朝        日 中 

8：00 

サービス開始時刻（7:45）は「早朝」に属し、早朝部分はごくわずか

（15 分未満）でないため、開始後 30 分は「早朝」にて算定する。 

「早朝」と「日中」の時間帯またぎのサービスコードにより算定する。 

身体介護は、時間帯をまたぐサービスコード

が３時間※分までとなっており、提供時間が３時

間※を超える場合は、“増”のサービスコードを

つなげて算定する。 

先の時間帯のみで３時間※以上となる場合は、

先の時間帯のみのコードと、後の時間帯の“増”

のコードをつなげて算定する。 

※家事援助は１．５時間 
 

（例） 

15:00～18:30 の居宅介護（身体介護） 
 

身体日 3.0    1 回 

身体夜増 0.5   1 回 

 

18：00 

16:00                        19:30 

日 中          夜 間 

通院等介助の支給決定には、「身体介護

を伴う」と「身体介護を伴わない」とがあ

り、決定内容により、算定するサービスコ

ードが変わる。サービスコード上、1 は

「身体介護を伴う」、2 は「身体介護を伴

わない」を表す。 
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例５）日をまたぐ場合 

 

 

 

 

 

 

居宅介護（身体介護）２３：００～翌２：００ を提供した場合 

 

      

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■サービス開始日 

 

 

■翌日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 23:00～24:00 深夜 1Ｈ 

サービス内容 回数 

身体深 1.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 0:00～2:00 深夜 2Ｈ 

サービス内容 回数 

身体日跨増深 1.0・深 2.0 1 回 

日単位で分けて単位数を算出します。 

なお、最小単位（３０分等）が２４：００（０：００）をまたぐ場合は、

ごくわずかな時間は考慮せず、開始日として算定します。 

開始日と翌日に振り分けて算定する。 

翌日は、開始日の時間数に応じた“日またぎ”

のサービスコードを使用する。 

身体介護の“日またぎ”のサービスコードは３

時間※分まで設定されており、３時間※を超える場

合は、“増”のコードをつなげて算定する（例１）。 

開始日のみで３時間※以上となる場合、翌日分

は“日またぎ”ではなく、“増”のコードをつなげ

て算定する（例２）。 

※家事援助は１．５時間 
 

（例１） 

23:00～翌 2:30（3.5h）の居宅介護（身体介護） 
 

■開始日 

身体深 1.0       1 回 

■翌日 

 身体日跨増深 1.0・深 2.0    1 回 

 身体深増 0.5      1 回 

 

（例２） 

21:00～翌 2:00（5h）の居宅介護（身体介護） 
 

■開始日 

身体夜 1.0・深 2.0    1 回 

■翌日 

 身体深増 2.0        1 回 

23:00          翌 2:00 

開始日       翌 日 

00：00 
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例６）２人派遣の場合 

居宅介護（身体介護） 

１９：００～２１：００（１人目） 

２０：００～２１：００（２人目） 

 

を提供した場合 

 

    

 

 

 

   

【算定に係るサービス内容】 

■１人目 

 

 

■２人目 

 

 

 

 

例７）２人派遣で終了時間がずれた場合 

居宅介護（身体介護） 

１３：００～１６：００（１人目） 

１５：００～１７：００（２人目） 

 

を提供した場合 

             

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１人目 

 

 

 
 

■２人目 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 19:00～21:00 夜間 2Ｈ 

サービス内容 回数 

身体夜 2.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 20:00～21:00 夜間 1Ｈ 

サービス内容 回数 

身体夜 1.0・2 人 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 13:00～17:00 日中 4Ｈ 

サービス内容 回数 

身体日 4.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 15:00～16:00 日中 1Ｈ 

サービス内容 回数 

身体日 1.0・2 人 1 回 

19:00    20:00  21:00 

夜 間 

１人目 

２人目 

２人派遣で終了時間がずれる場合、１人目は全体の通算時間、２人目はヘル

パーが重複している時間帯にて算定する。 

２人目のサービスコードを使用 

13:00        15:00  16:00   17：00 

日 中 

１人目 

２人目 
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例８）提供間隔が２時間未満の場合《１》 

 

 

 

 

 

 

居宅介護（身体介護） 

１回目  ７：００～ ９：００ 

２回目 １０：３０～１２：３０ 

 

を提供した場合 

   

  

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１回目 

 

■２回目 

 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 7:00～8:00 早朝 1Ｈ 

② 8:00～9:00 日中 1Ｈ サービス内容 回数 

身体早 1.0・日 2.0 1 回 

身体日増 1.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 10:30～12:30 日中 2Ｈ 

同じサービス類型を複数回利用する場合、間隔が２時間未満であれば、 

１回のサービスとして合計の所要時間に応じた所定単位数を算定します。 

※ ただし、利用者の身体の状況、生活パターン等により、短時間の間隔で複数回の訪問を行わなけ

ればならない場合は除きます。（詳細はⅡ２⑵を参照） 

7:00      9:00  10:30    12:30 

早 朝              日 中 

１回目 ２回目 

2 時間未満（1.5 時間） 

8:00  
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例９）提供間隔が２時間未満の場合《２》 

居宅介護（身体介護） 

１回目 ５:００～ ６:００ 

２回目 ７:００～ ８:００ 

３回目 ９:００～１０:００ 

 

を提供した場合 

    

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１回目 

 

 

■２回目 

 

 

 

■３回目 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 5:00～6:00 深夜 1Ｈ 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 7:00～8:00 早朝 1Ｈ 

サービス内容 回数 

身体深 1.0・早

1.0・日 1.0 
1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 9:00～10:00 日中 1Ｈ 

5:00     6:00     7:00     8:00     9:00     10:00 

深 夜    早 朝               日 中 

１回目 ２回目 ３回目 

３つの時間またぎも３時間※分まではサービス

コードが用意されており、所定のサービスコード

により算定する。 

３つの時間をまたいだ総提供時間が３時間※を

超える場合は、“増”のサービスコードをつなげて

算定する。 

※家事援助は１．５時間 
 

（例） 

１回目 5:00～6:00 

２回目 6:30～8:00 

３回目 9:00～10:00 の居宅介護（身体介護） 
 

身体深 1.0・早 1.5・日 0.5   1 回 

身体日増 0.5        1 回 
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例１０）居宅介護従業者が重度訪問介護研修終了者の場合 

居宅介護（身体介護） 

５：３０～８：３０（重度訪問介護研修修了者） 
を提供した場合 

◎ 重度訪問介護研修終了者による居宅介護サービスの提供は、一時的に人材確保

を行う必要がある場合（早朝・深夜帯や年末年始等）に限ります。 

◎ 居宅介護等計画上、減算対象ヘルパーの派遣予定が、減算対象ヘルパー以外に

変わった場合（又はこの逆の場合）の算定方法は、Ⅱ２⑶の通りです。 
 

 

 

 

     

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

例１１）通院等乗降介助を提供した場合 

居宅介護（通院等乗降介助） 

１回目  ８：００～ ９：００ 

２回目 １０：００～１１：００  

を提供した場合 

 
 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１回目 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 5:30～6:30 深夜 1Ｈ 

② 6:30～8:00 早朝 1.5Ｈ 

③ 8:00～8:30 日中 0.5Ｈ 

サービス内容 回数 

身体重研深 1.0・

早 1.5・日 0.5 
1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

①8：00～9：00 日中 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 10:00～11:00 日中 1 回 

サービス内容 回数 

通院乗降日 2 回 

重度訪問介護研修修了者が身体介護を提供する

場合、最初の時間における最小単位は１時間。 

 5：30～6：30 は、開始時間が“深夜”に属し、深

夜時間帯がごくわずかな時間（30 分未満）ではな

いため、“深夜”として算定する。 

通院等乗降介助は、実提供時間を問わ

ず、回数で算定する。 

5:30             8:30 

深 夜    早 朝            日 中 

  

6:00        8:00   

 

8:00      9:00    10:00    11:00 

日 中 

１回目 ２回目 

■２回目 
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例１２）通院等介助（身体介護を伴う）又は通院等乗降介助と身体介護を連続して提供する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

居宅介護（身体介護） 

９：００～１０：００ 

居宅介護（通院等介助（身体介護を伴う）） 

  １０：００～１１：００ 

を提供した場合 

 

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■身体介護（入浴介助、食事介助など） 

 時間帯の取扱い 算定単位 

9:00～10:00 日中 1Ｈ 

時間帯の取扱い 算定単位 

10:00～11:00 日中 1Ｈ 

サービス内容 回数 

身体日 2.0 1 回 

両サービスを通算したうえで、身体介護と

して算定。 

※ 通院等介助（身体介護を伴う）は算定

しない。 

■通院等介助（身体介護を伴う） 

9:00              10:00            11:00 

日 中 

身体介護 通院等介助（身体介護伴う） 

「通院等介助（身体介護を伴う）」又は「通院等乗降介助」のサービス提

供の前後に、外出に直接関連しない身体介護（入浴介助、食事介助など）

を２,３０分程度以上行い、当該身体介護が一連のサービスの中心である

場合、これらを通算した所要時間に応じた身体介護の所定単位数を算定し

ます。 

※ ただし、「通院等介助（身体介護を伴わない）」の対象者は、本取扱いの適用外。 
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   例１３）最小算定時間数を満たさない時間が存在する場合 

 

 

 

 

居宅介護（身体介護）９：００～１０：１５ を提供した場合 

 

 

 
 
 

【算定に係るサービス内容】 

■身体介護 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

9:00～10:15 日中 1Ｈ 

サービス内容 回数 

身体日 1.0 1 回 

居宅介護における最小算定時間数は３０分であり、所定単位を算定する

ためには、２０分以上の支援を行う必要があります（通院等乗降介助は除

く）。 

サービスの種類や算定する時間によって、算定するために必要な支援時

間は異なります。詳しくは、Ⅱ１⑷を参照してください。 

9:00                     10:15 

日 中 

身体介護 

20 分未満の端数が生じる場合は、その端数

は算定しない。 

※ 本事例では、9:00～10:15 の 15 分を切

り捨てて、1Ｈで算定している。 
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２ 重度訪問介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１）同一時間帯の場合 

 

 
 

 
 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

重度訪問介護Ⅲ ８：００～１７：００ を提供した場合 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～17:00 日中 9Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 1.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 4.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 8.0 8 回 

重訪Ⅲ日中 12.0 2 回 

重度訪問介護は、利用者の障害支援区分等により報酬が異なるため、障害

福祉サービス受給者証の記載事項を確認のうえ、報酬を算定してください。 

 

決定サービスコード名称 
 

 

⇒ 

 

⇒ 

 

⇒ 

サービス内容 

略称 

区分６ 

有 
重度訪問介護重度障害者等包括支援対

象者決定（15％加算対象者） 
重訪Ⅰ… 

無 
重度訪問介護障害支援区分 6 該当者決

定（8.5％加算対象者） 
重訪Ⅱ… 

区分５ 

以下 
－ 重度訪問介護その他決定 重訪Ⅲ… 

※受給者証の重度訪問介護欄に記載 

8:00             17:00 

         日 中 

 

重度訪問介護は、提供した時間帯と通

算時間に応じた 30 分単位（初めは 1 時

間）のサービスコードを積み上げて算定す

る。 

◎4 時間以内 

時間帯と通算時間に応じた所定のコ

ードにより算定する。 

◎4 時間超 8 時間以内 

時間帯に応じ、「●●8.0」を 1回 30 分

とした回数分で算定する。 

◎8 時間超 12 時間以内 

同様に「●●12.0」を用いて算定 

◎12 時間超 16 時間以内 

同様に「●●16.0」を用いて算定 

◎16 時間超 20 時間以内 

同様に「●●20.0」を用いて算定 

◎20 時間超 24 時間以内 

同様に「●●24.0」を用いて算定 
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例２）複数時間帯をまたぐ場合《１》 

     

 

 

     

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

 

例３）複数時間帯をまたぐ場合《２》 

     

 

 

 

 

     

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

 

重度訪問介護Ⅲ １５：３０～１８：３０ を提供した場合 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 15:30～18:00 日中 2.5Ｈ 

② 18:00～18:30 夜間 0.5Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 1.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.5 1 回 

重訪Ⅲ夜間 3.0 1 回 

重度訪問介護Ⅲ  

１回目  ７：００～１０：００ 

２回目 １２：００～１５：００ 

３回目 １７：００～２０：００ 

を提供した場合 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 7:00～8:00 早朝 1Ｈ 

② 8:00～10:00 日中 2Ｈ 

③ 12:00～15:00 日中 3Ｈ 

④ 17:00～18:00 日中 1Ｈ 

⑤ 18:00～20:00 夜間 2Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ早朝 1.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 1.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 4.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 8.0 6 回 

重訪Ⅲ夜間 8.0 2 回 

重訪Ⅲ夜間 12.0 2 回 

15:30                         18:30 

         日 中              夜 間 

  

18:00 

7:00      10:00    12:00    15:00   17:00        20:00 

早 朝                 日 中                 夜 間 

 

8:00 

  

18:00 

重度訪問介護は、時間間隔に関わら

ず、1 日単位で所要時間を通算して算定

する。 
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例４）日をまたぐ場合《１》 

 

 

 

 

重度訪問介護Ⅲ ２２：００～翌１：００ を提供した場合 

 

 

 

 
 

 

【算定に係るサービス内容】 

■サービス開始日 

 

 

■翌日 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 22:00～24:00 深夜 2Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ深夜 1.0   1 回 

重訪Ⅲ深夜 1.5 1 回 

重訪Ⅲ深夜 2.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 0:00～1:00 深夜 1Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ深夜 1.0 1 回 

22:00                         1:00 

      開始日        翌 日 

  

00:00 

開始日と翌日に分けて算定する。 

重度訪問介護に”日またぎ”のサービスコードは

なく、翌日は通常のサービスコードにより算定する。 

日単位で分けて単位数を算出します。 

最小単位（３０分等）が２４：００（０：００）をまたぐ場合は、居宅介

護同様、ごくわずかな時間は考慮せず、開始日として算定します。 
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例５）日をまたぐ場合《２》 

重度訪問介護Ⅲ ２２：４５～翌２：１５ を提供した場合 

 

 

 

 
 

【算定に係るサービス内容】 

■サービス開始日 

 

 

■翌日 

 

 

例６）移動の介護を行う場合 

重度訪問介護Ⅲ ９：００～１４：００ 

（移動部分 ９：００～１２：３０） 
を提供した場合 

 

 

 

 
 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

   

 

 

 

 
 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 22:45～00:15 深夜 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ深夜 1.0   1 回 

重訪Ⅲ深夜 1.5 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 0:15～2:15 深夜 2Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ深夜 1.0 1 回 

重訪Ⅲ深夜 1.5 1 回 

重訪Ⅲ深夜 2.0 1 回 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 1.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 4.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 8.0 2 回 

重訪移動介護加算 1.0 1 回 

重訪移動介護加算 1.5 1 回 

重訪移動介護加算 2.0 1 回 

重訪移動介護加算 2.5 1 回 

重訪移動介護加算 3.0 1 回 

重訪移動介護加算 4.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 9:00～14:00 日中 5Ｈ 

② 9:00～12:30 移動 
3.5Ｈ 

4Ｈ 

計画上の移動時間が 3.5 時間の場合、サービスコー

ド単位数は 4 時間を算定し、移動加算の支給量も 4 時

間を消費する（3.5 時間に相当する移動加算のサービ

スコードがないため。）。 

また、移動加算は 4 時間超のサービスコードがな

く、算定時間は 4 時間までとなっている。  

なお、移動を１日複数回実施した場合は、本体報酬

同様、１日単位で所要時間を通算して算定する。 

最小単位で日をまたぐ場合は、ごくわずかな時間は考慮せず、一律開

始日として算定する（本事例では、23:45～翌 00:15 の 30 分間）。 

0:00～0:15 は開始日とし

ているため、0:15 から算定 

22:45        23:45 00:15              2:15 

      開始日        翌 日 

  

00:00 

 開始日として算定 

9:00          12:30  14:00 

日 中 

 移動（介護を伴う） 
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例７）２人派遣の場合 

重度訪問介護Ⅲ 

１９：００～２１：００（１人目） 

２０：００～２１：００（２人目） 

 

を提供した場合 

 

    

 

 

 

   

【算定に係るサービス内容】 

■１人目 

 

 

 

 
 

 

■２人目 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 19:00～21:00 夜間 2Ｈ 

サービス内容  回数 

重訪Ⅲ夜間 1.0    1 回 

重訪Ⅲ夜間 1.5 1 回 

重訪Ⅲ夜間 2.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 20:00～21:00 夜間 1Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ夜間 1.0・2 人 1 回 

19:00    20:00  21:00 

夜 間 

１人目 

２人目 

２人目のサービスコードを使用 
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例８）２人派遣で終了時間がずれた場合 

重度訪問介護Ⅲ 

１３：００～１６：００（１人目） 

１５：００～１７：００（２人目） 

 

を提供した場合 

             

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１人目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■２人目 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 13:00～17:00 日中 4Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 1.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 4.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 15:00～16:00 日中 1Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0・2 人 1 回 

13:00        15:00  16:00   17：00 

日 中 

１人目 

２人目 

２人派遣で終了時間がずれる

場合、１人目は全体の通算時間、

２人目はヘルパーが重複してい

る時間帯にて算定する。 
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例９）熟練ヘルパーが新任ヘルパーに同行した場合 

重度訪問介護Ⅲ １９：００～２１：００ を提供した場合 

 

    

 

 

 

   

【算定に係るサービス内容】 

■１人目（熟練） 

 

 

 

 
 

 

■２人目（新任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 19:00～21:00 夜間 2Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ夜間 1.0・同行 1 回 

重訪Ⅲ夜間 1.5・同行 1 回 

重訪Ⅲ夜間 2.0・同行 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 19:00～21:00 夜間 2Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ夜間 1.0・2 人・同行 1 回 

重訪Ⅲ夜間 1.5・2 人・同行 1 回 

重訪Ⅲ夜間2.0・2人・同行 1 回 

同行支援のサービスコードを使

用 

19:00    20:00  21:00 

夜 間 

１人目（熟練） 

２人目（新任） 

熟練従事者の同行支援については、いずれかの要件に該当する場合に、

新任従事者１人当たり最大１２０時間まで認められます。 

 

① 区分６の利用者１人に対し、熟練ヘルパー（※１）が新任ヘルパー

（※２）に同行する際の２人派遣を行う場合。ただし、年間で３人ま

での新任ヘルパーに限る。 

 
※１ 熟練ヘルパーとは、利用者の障がい特性を理解し、適切な介護が提供できる者であり、

かつ、利用者へのサービスについて利用者から十分な評価がある者 

※２ 新任ヘルパーとは、事業所に採用されてからおよそ６か月を経過していない者であ

り、かつ、利用者への支援が１年未満となることが見込まれない者 

 

② 15％加算対象者の利用者１人に対し、熟練ヘルパー（※１）が未経

験ヘルパー（※３）に同行する際の２人派遣を行う場合。ただし、年

間で３人までの未経験ヘルパーに限る。 

 
※３ 未経験ヘルパーとは、15％加算対象者に対する支援に初めて従事する者であり、かつ、

利用者への支援が１年未満となることが見込まれない者 
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例１０）一部の時間帯のみ熟練ヘルパーが新任ヘルパーに同行した場合 

重度訪問介護Ⅲ 

１３：００～１７：００（熟練） 

１６：００～１７：００（新任） 

 

を提供した場合 

             

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１人目（熟練） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■２人目（新任） 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 13:00～16:00 日中 3Ｈ 

② 16:00～17:00 日中 1Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 1.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.5・同行 1 回 

重訪Ⅲ日中 4.0・同行 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 16:00～17:00 日中 1Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0・2 人・同行 1 回 

13:00        15:00  16:00   17：00 

日 中 

１人目（熟練） 

２人目（新任） 

 一部の時間帯のみ熟練ヘルパーが新

任ヘルパーに同行した場合は、同行し

た時間とそれ以外の時間を分け、それ

ぞれの通算時間数でサービスコードを

算定する。 
同行した時間のみ、同

行支援のサービスコ

ードを使用 
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例１１）最小算定時間数を満たさない時間が存在する場合 

 

 

 

 

 

重度訪問介護Ⅲ １３：００～１６：４０ を提供した場合 

 

 

 

 
 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 13:00～16:40 日中 3.5Ｈ 

サービス内容 回数 

重訪Ⅲ日中 1.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 1.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 2.5 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.0 1 回 

重訪Ⅲ日中 3.5 1 回 

13:00                 16:40 

 

日 中 

20 分未満の端数が生じる場合は、その端数は

算定しない。 

※ 本事例では、16:30～16:40 の 10 分を切り捨

てて、3.5Ｈで算定している 

重度訪問介護における最小算定時間数は３０分（※１）であり、所定単

位を算定するためには、２０分以上（※２）の支援を行う必要があります。 

サービスの種類や算定する時間によって、算定するために必要な支援時

間は異なります。詳しくは、Ⅱ１⑷を参照してください。 

※１ 当該日の最初は１時間 

※２ 当該日の最初は４０分以上 
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３ 行動援護 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１）同一時間帯の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

行動援護 ８：００～１７：００ を提供した場合 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～17:00 
9Ｈ 

8Ｈ 

サービス内容 回数 

行動援護 8.0 1 回 

◎ 行動援護の算定時間数は、１日８時間まで。 

◎ 行動援護の算定回数は、１日１回。 

ただし、利用者のやむを得ない事情により、サービスの提供が複数回に分か

れた場合は、提供時間を通算して算定します。 

◎ 行動援護は主として日中に行われるサービスであるため、早朝・夜間・深夜の

加算はありません。 

8:00                           17:00 

日 中 

 

1 日の算定時間数の上限は 8時間 
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例２）２人派遣の場合 

行動援護 

１６：３０～１８：３０（１人目） 

１６：３０～１８：３０（２人目） 

 

を提供した場合 

 

    

 

 

 

   

【算定に係るサービス内容】 

■１人目 

 

 

■２人目 

 

 

 

 

 

例３）複数回提供する場合 

行動援護 

１回目  ８：００～ ９：００ 

２回目 １２：００～１３：００ 

 

を提供した場合 
（利用者のやむを得ない事情による複数回提供） 

    

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１回目 

 

■２回目 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 16:30～18:30 2Ｈ 

サービス内容 回数 

行動援護 2.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 16:30～18:30 2Ｈ 

サービス内容 回数 

行動援護 2.0・2 人 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～9:00 1 回 

サービス内容 回数 

行動援護 2.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 12:00～13:00 1 回 

２人目のサービスコードを使用 

行動援護に夜間・深夜・早朝の加算はなく、18:00

を超えてもサービスコードに変わりはない。 

18:00 

16:30         18:30 

日 中             夜 間 

１人目 

２人目 

8:00     9:00                     12:00   13:00 

日 中 

１回目 ２回目 

利用者のやむを得ない事情による複数回提供で

あれば、通算して算定することが可能。 
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４ 同行援護 

 

例１）同一時間帯の場合 

 

 

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 
 

例２）複数時間帯をまたぐ場合 

同行援護 １６：００～１９：３０ を提供した場合 

 

       

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

同行援護 ８：００～１７：００ を提供した場合 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～17:00 日中 9Ｈ 

サービス内容 回数 

同援日 9.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 16:00～18:00 日中 2Ｈ 

② 18:00～19:30 夜間 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

同援日 2.0・夜 1.0 1 回 

同援夜増 0.5 1 回 

8:00                           17:00 

日 中 

 

同行援護は、居宅介護（身体介護）同様、時間

帯をまたぐサービスコードが３時間※分までと

なっており、提供時間が３時間※を超える場合

は、“増”のサービスコードをつなげて算定する

（１の例４参照）。 

また、最少単位（30 分）が、複数の時間帯を

またぐ場合の、時間帯の特定方法も居宅介護と

同様（１の例３参照）。 

18：00 

16:00                        19:30 

日 中          夜 間 
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例３）２人派遣の場合 

同行援護 

８：００～９：３０（１人目） 

８：００～９：３０（２人目） 

 

を提供した場合 

 

    

 

 

 

   

【算定に係るサービス内容】 

■１人目 

 

 

■２人目 

 

 

 

 
 

例４）複数回提供する場合 

同行援護 

１回目  ７：００～ ９：００ 

２回目 １０：３０～１２：３０ 

 

を提供した場合 

   

  

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１回目 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～9:30 日中 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

同援日 1.5    1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～9:30 日中 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

同援日 1.5・2 人 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 7:00～8:00 早朝 1Ｈ 

② 8:00～9:00 日中 1Ｈ サービス内容 回数 

同援早 1.0・日 0.5 1 回 

同援日増 2.5 1 回 
時間帯の取扱い 算定単位 

① 10:30～12:30 日中 2Ｈ 

２人目のサービスコードを使用 

8:00       9:30 

        日 中 

１人目 

２人目 

居宅介護同様、間隔が２時間未満であれば、１

回のサービスとして合計の所要時間に応じた所

定単位数を算定する。 

※ ただし、利用者の身体の状況、生活パターン

等により、短時間の間隔で複数回の訪問を行わ

なければならない場合は除く（詳細はⅡ２⑵を

参照）。 

■２回目 

7:00      9:00  10:30    12:30 

早 朝              日 中 

１回目 ２回目 

2 時間未満（1.5 時間） 

8:00  
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５ 移動支援 

 

 

 

 

 

 

例１）同一時間帯の場合 

 

 

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

例２）複数時間帯をまたぐ場合 

移動支援（身体介護を伴う）１６：００～１９：３０ を提供した場合 

 

       

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

移動支援（身体介護を伴う）８：００～１７：００ を提供した場合 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～17:00 日中 9Ｈ 

サービス内容 回数 

移動１日中9.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 16:00～18:00 日中 2Ｈ 

② 18:00～19:30 夜間 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

移動１日中 2.0・夜間 1.0 1 回 

移動１夜間増 0.5 1 回 

◎ 移動支援の支給決定は、居宅介護の通院等介助と同様、「身体介護を伴う」場合

と「身体介護を伴わない」場合があり、支給決定内容に応じ、算定するサービ

スコードが変わります。 

◎ グループ支援、通学支援を行った場合は、専用のサービスコードを用います。 

8:00                           17:00 

日 中 

 

1 は「身体介護を伴う」、2 は「身体

介護を伴わない」を表す。 

移動支援（身体介護を伴う）は、居宅介護（身

体介護）同様、時間帯をまたぐサービスコード

が３時間※分までとなっており、提供時間が３時

間※を超える場合は、“増”のサービスコードを

つなげて算定する（１の例４参照）。 

また、最少単位（30 分）が、複数の時間帯を

またぐ場合の、時間帯の特定方法も居宅介護と

同様（１の例３参照）。 

※移動支援（身体介護を伴わない）は１.５時間 

 

18：00 

16:00                        19:30 

日 中          夜 間 
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例３）２人派遣の場合 

移動支援（身体介護を伴う） 

８：００～９：３０（１人目） 

８：００～９：３０（２人目） 

 

を提供した場合 

 

    

 

 

 

   

【算定に係るサービス内容】 

■１人目 

 

 

■２人目 

 

 

 

 

 

例４）複数回提供する場合 

移動支援（身体介護を伴わない） 

１回目  ７：００～ ９：００ 

２回目 １０：３０～１２：３０ 

 

を提供した場合 

   

  

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■１回目 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～9:30 日中 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

移動１日中 1.5 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～9:30 日中 1.5Ｈ 

サービス内容 回数 

移動１日中 1.5・2 人 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 7:00～8:00 早朝 1Ｈ 

② 8:00～9:00 日中 1Ｈ サービス内容 回数 

移動２早朝1.0・日中0.5 1 回 

移動２日中増 2.5 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 10:30～12:30 日中 2Ｈ 

２人目のサービスコードを使用 

8:00       9:30 

        日 中 

１人目 

２人目 

居宅介護同様、間隔が２時間未満であれば、１

回のサービスとして合計の所要時間に応じた所

定単位数を算定する。 

※ ただし、利用者の身体の状況、生活パターン

等により、短時間の間隔で複数回の訪問を行わ

なければならない場合は除く（詳細はⅡ２⑵を

参照）。 

■２回目 

7:00      9:00  10:30    12:30 

早 朝              日 中 

１回目 ２回目 

2 時間未満（1.5 時間） 

8:00  
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例５）日をまたぐ場合 

 

 

 

 

 

 

移動支援（身体介護を伴う） 

２３：００～翌２：００ 
を提供した場合 

 

      

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

■サービス開始日 

 

 

■翌日 

 

 

 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 23:00～24:00 深夜 1Ｈ 

サービス内容 回数 

移動１深夜1.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 0:00～2:00 深夜 2Ｈ 

サービス内容 回数 

移動１日跨増深夜 1.0 深夜 2.0 1 回 

開始日と翌日に振り分けて算定する。 

居宅介護同様、翌日は、開始日の時間数に応じ

た“日またぎ”のサービスコードを使用する。 

移動支援（身体介護を伴う）の“日またぎ”の

サービスコードは３時間※分まで設定されてお

り、３時間※を超える場合は、“増”のコードをつ

なげて算定する（例１）。 

開始日のみで３時間※以上となる場合、翌日分

は“日またぎ”ではなく、“増”のコードをつなげ

て算定する（例２）。 

※身体介護を伴わない場合は１．５時間 
 

（例１） 

23:00～翌 2:30（3.5h）の移動支援（身体介護を伴う） 
 

■開始日 

移動１深夜 1.0        1 回 

■翌日 

 移動１日跨増深夜 1.0・深夜 2.0   1 回 

 移動１深夜増 0.5       1 回 

 

（例２） 

21:00～翌 2:00（5h）の移動支援（身体介護を伴う） 
 

■開始日 

移動１夜間 1.0・深夜 2.0    1 回 

■翌日 

 移動１深夜増 2.0         1 回 

日単位で分けて単位数を算出します。 

最小単位（３０分）が２４：００（０：００）をまたぐ場合は、居宅介

護や重度訪問介護と同様、ごくわずかな時間は考慮せず、開始日として算

定します。 

23:00          翌 2:00 

開始日       翌 日 

00：00 
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例６）グループ支援を行った場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

 

 

 

例７）通学支援を行った場合 

移動支援（身体介護を伴わない）の通学支援 

８：００～８：３０ 
を提供した場合 

 

       

 

 

 

 

【算定に係るサービス内容】 

 

 

 

移動支援（身体介護を伴う）のグループ支援 

９：００～１２：００ 
を提供した場合 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 9:00～12:00 日中 3Ｈ 

サービス内容 回数 

移動１グループ日中 3.0 1 回 

時間帯の取扱い 算定単位 

① 8:00～8:30 日中 0.5Ｈ 

サービス内容 回数 

移動２日中 0.5・通学 1 回 

グループ支援専用のサービスコー

ドを用いて算定する。 

9:00        12:00 

日 中 

 

通学支援専用のサービスコードを

用いて算定する。 

8:00  8:30 

日 中 
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Ⅳ 実績記録票の記載例 

１ 居宅介護サービス提供実績記録票 
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２ 重度訪問介護サービス提供実績記録票 
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３ 行動援護サービス提供実績記録票 
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 ４ 同行援護サービス提供実績記録票 
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５ 移動支援サービス提供実績記録票 

 


